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9-2 Managerのテンプレートをリストアする 

エクスプローラ等でリストア先のフォルダにコピーしてください。 

リストア先にファイルが存在すると 
リストア先のフォルダにファイルやフォルダが存在する場合、それらを削除するかどう
かの確認画面が表示されます。フォルダ内のファイルやフォルダをすべて削除してか
らリストアするには「OK」を、リストア先を変更するには「キャンセル」を選びます。 
既存のお客様データフォルダをリストア先に指定した場合、「OK」をクリックすると、
そのフォルダに保存されているお客様データはすべて消えますのでご注意ください。 

Managerの「メンテナンス」でバックアップしたお客様データフォルダ、共通設定、組織マスタをリストアします。 

ハードディスクの故障などによりデータ復旧の必要がある場合や、PCの入れ替え時には、バックアップしたデータをハードディスクに
戻す作業（リストア）が必要になります。 

9 リストア 

9-1 Managerのデータ・マスタをリストアする 

 Manager の「ツール」メニューから「メンテナン
ス」を選びます。 
 

 

 「リストア」をクリックします。 

 「対象」でリストア対象のデータを選びます。 
 

 「リストア先」の「フォルダ」で、お客様データを復
元するフォルダを指定します。 

 「リストア元」の「フォルダ」で、バックアップファイル
が保存されているフォルダを指定します。 

 リストアするファイル（.mgcz）を選択します。 
 

 「▲▲ リストア ▲▲」をクリックします。 
 

 確認画面で「はい」をクリックします。 
処理が始まります。 

 完了の確認画面で「OK」をクリックします。 
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お客様ごとにバックアップしたデータをリストアするには 
Managerの「お客様データの取り込み・書き出し」で出力したバックアップファイル（.mgdz）をリストアするには、次のように操作
します。 

 一覧で右クリックして、「お客様データの取り込
み・書き出し」の「取り込み」を選びます。 

 

 

 

 

 

 バックアップファイルが保存されているフォルダを
指定します。 

 リストアするファイル（.mgdz）を選択します。 
Ctrl キーを押しながらクリックすると、複数選択
できます。 

 「開く」をクリックします。 

 

 

～  指定したファイルに素材・部品・建具
マスタのデータが保存されている場合は、マ
スタのインポート画面が表示されます。 
「更新フラグに従う」が選択されていることを
確認して、Archi Masterや3Dカタログマ
スタのデータも取り込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 完了の確認画面で「OK」をクリックします。 

 

同じお客様データが存在する場合 
現在使用しているお客様データフォルダに同じ
お客様データが存在する場合は、「開く」をクリ
ックした後、確認画面が表示されます。 
「はい」：現在のお客様データに上書きする 
「いいえ」：お客様の名前の末尾に連番を付

けて別のお客様データとして取り込む 
例）福井太郎(1) 様 

補足 
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指定したファイルにマス
タデータが保存されて
いない場合は、ここで
処理が完了します。 
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右クリック 
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